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関与している深部がある
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（1） 『ウニヴェルジタス』（Universitas）誌 X Ⅰ、1961 の論文「現代における道徳性形成力」（Die 
moralbildende Kraft in unserem Zeitalter）及び、私の論文集『現在の文化問題』（Kulturfragen 
der Gegenwart, 3. Auflage, Heidelberg, 1961）参照。
（2） ディルタイの 1894 年の有名な論文が著された後、すでにフーゴ ・ーミュンスターベルク（Hugo 












の対話編『テアエテトス』（149 節以下と 210 節）においてはっきりと示されているに過ぎない。
両者にとっては、われわれ同様に、より深い教育哲学の基礎付けが問題であったのである。
（5） 理念的知と結びついているに違いない力の目覚めについては、私は“Magyar Paedagogia” 
（1943 年）において、ハンガリア語でしか手に入らない論文を公にした。（テオドア・ノイ編『シ
ュプランガー著作目録』チュービンゲン、1958 年、Nr. 500 参照）。
（6） 私の論文「公民教育論」（Gedanken zur staatsbürgerlichen Erziehung）（ボン、1957年）（Shriftenreihe 
der Bundeszentrale für Heimatdienst, Heft 26）所蔵、参照。
（7） フリッツ・キュンケル『性格と成長及び教育』（Fritz Kunkel. Character, Wachstum und 
Erzieung, Leipzig, 1931, S.14）参照。




（9） ヴォルフガング・フィッシャー（Vorfgang Fischer）『若い人―成熟期の心理学への貢献』（Der 
junge Mensch: ein Beitrag zur Pshychologie der Reifezeit）フライブルグ、1958 年、115 頁以下
参照。
訳注
（1） Theodor Erismann（1883-1961）. Die Eigenart des Geistigen,1924. エーリスマンはドイツの心
理学者・哲学者。モスクワに生まれ、インスブルック大学教授を勤める。身体的存在と区別さ
れる精神的存在の解明には、直視的方法を適用すべきであると説く（岩波西洋人名辞典）。
（2） 検閲（Zensur）とは、フロイトによる精神分析学の自我理論に由来するもので、衝動が意識表
面に現われるとき、その衝動を評価し批判する機能のこと。自我と超自我の検閲によって、も
との衝動が変容させられると説く。
